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論文の内容の要旨 

 

論文題目   高齢者の生活行動における「とりつぎ」に関する研究 

 

 氏名   朴 泰星 

 

本研究は、高齢者の生活行動の分析を通じて、高齢者の地域環境に対する関係づくりを

明らかにすることとともに、自宅を拠点とした生活空間から見られる「とりつぎ」の役割

を検証していくことを目的にしている。また、高齢者が地域で自立するために何が必要な

のか、その具体的な代案を模索しようとするものであると言えよう。 

 

日本は、諸外国に例をみない速さで人口の高齢化が進んでいる。特に、2000 年には 65 歳

以上の人口が 2,187 万人、高齢化率は 17.2%に至っている。このままだと、二十一世紀の半

ばには、国民三人に一人が 65 歳以上になるという超高齢社会の到来することになる。この

ように高齢者世帯率が高まる状況で、多くの高齢者が長く住み続けた地域で安心して生活

するためには、地域共同体からの社会的支援が必要だと思われる。 

今まで様々な観点から高齢者に関する研究が成されてきた。そのなかでも、自宅・施設

などの研究分野とともに地域の暮らしに関する研究が注目されている理由は、高齢期にお

いて新しい環境より住み慣れた地域で暮らしたほうが様々な問題点を最小化できるからで

あろう。 

そこで、本研究では周辺環境や高齢者の属性が異なるニュータウンと、自然発生的で下

町の風景が残されている地域を選定し、アンケートやヒアリング調査によって高齢者の生

活空間での行動分析を行うことにした(具体的な調査地域は東京都台東区の谷中と、人々の

入居から三十年が経っている多摩市諏訪・永山地域を選定した)。これらを通して、高齢者

と地域に関わる｢とりつぎ｣の特徴と役割はどのようなものであり、その過程が高齢者世帯

にどれほど影響しているのかを考察し、地域の「とりつぎ」環境づくりのためにどのよう

な対策が必要なのかを考えてみた。 

 

本稿の第一章では、日本の高齢者人口の状況、高齢者の社会的な特徴や高齢期に経験す

る問題、高齢者の社会的なネットワークやその変化、社会的なサポートについて述べた後、

地域における「とりつぎ」の概念と役割について叙述した。また、高齢者が自立生活をす

るためには、地域のさまざまなとりつぎ環境を通して高齢者自らが地域から見守られてい

るという認識を持つ必要があると述べた。 

 

第二章は、研究の具体的な調査方法として、両地域のアンケート調査とヒアリング調査

を基にして高齢者の生活行動、居住民の属性、コミュニティー活動、地域に対する意識な

どに関する全体像を把握してみた。 
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調べた結果、谷中は住民達の居住暦が長く、生まれてから谷中に住み続けて来た高齢者

が多い町であった。長期間、同じ地域に居住すると、友人との交流関係が維持しやすく、当然、住

民間の親密度は高くなる。特に、男性よりは女性が、居住暦の短い人よりは長い人の方が近隣関係及

び地域の友人関係の密接度が高くなる。具体的に見ると、男性の場合は、近隣関係については居住歴

とあまり関係がなく、友人関係はサークルや団体活動を通して作られる場合が多いと言える。それに

比べ、女性の場合は、高齢期の転居によって生活空間が変わり、居住歴の短い人の方が積極的な行動

パターンを持っていることがわかった。谷町の高齢者たちは、おおむね、比較的に恵まれた周辺環

境と下町だという都市空間の特性を利用して、豊富な生活資源をもとに過ごしていると言

えよう。地域が居住民に多様な生活を許容することが地域の価値を評価する重要な点であ

れば、谷中という地域はその点が高いと思われる。 

一方、諏訪・永山は、地域内に高齢者用の施設が少なく、都心から離れているため施設

への接近性が悪く不便ではあるが、高齢者はそれぞれ距離感を持ちながらも地域の一人と

して地域社会にかかろうとしていた。交流関係については、全般的に女性が地域と多くの関わり

をもち、趣味やサークル活動に積極的に参加していたが、男性からは脱地域的な関係を作ろうとする

傾向がみられた。例えば、諏訪・永山地域の高齢者は以前、会社で勤めた人が多く、定年で退社した

後もその同僚たちとの関係をそのまま維持し、ネットワークを通じてコミュニティー活動をしてい

る例が多かった。 

また、男性は社会関係を維持するために、自宅から遠い地域まで以前の社会関係(職場関係)と生活

空間を有している人が多いことに対し、女性は日常生活と結び付いている身近な地域のなかで人間関

係を築いていこうとする傾向が強かった。言い換えれば、女性の方が比較的に自宅から近い距離にい

る友人や人によって生活面でサポートされたり、ものや能力の面で助けられたりすることに対し、男

性の方は以前の生活空間、即ち地域外での知り合い関係からサポートされているということである。 

 

第三章では、以下の生活類型に分けて考察してみた。 

 

１）地域で｢とりつぎ｣を完結しているケース 

２）自宅や地域を中心に「とりつぎ」を地域外まで拡大しているケース 

３）地域外に「とりつぎ」の拠点を持っているケース 

４）生活の変化による「とりつぎ」の移動ケース 

５）「とりつぎ」を殆ど持っていないケース 

 

各ケース別に特徴を見てみると、まず、地域で「とりつぎ」を完結しているケースは、比較的に近

隣環境のいい谷中の例が挙げられよう。谷中の住民たちは買物や外出面で地域と深い関わりを持

っており、自宅の近くに家族や親戚が住んでいるケースが多いため、周りから直接、精神的・物質

的な支援が得られるという長所を持っている。ここの高齢者の活動領域はほぼ地域内に限られて

いるため、外出行動をもって取られる選択の幅は狭まるが、人間関係は比較的深くて長いつきあい

ができると言えよう。 

自宅や地域を中心に「とりつぎ」を地域外まで拡大している人は、地域に関しては充分に活用
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しており、近隣関係においては長い時間をかけて信頼関係を築こうとする。その築いた関

係をもとに地域外まで「とりつぎ」を拡大しているので地域の生活圏は内外ともに均質的

である。人と付き合うのが上手で社会的ネットワークも広く分布していることが特徴であ

る 

地域の外に「とりつぎ」の拠点を持っている人は、地域と自宅の関係を単純化する傾向がある。

地域に対してはそれほど期待することがなく、意味づけもしようとしない。地域内で満たされないこと

は自然に外でその機能と役割を求めることになり、地域外では比較的活発にサークル活動や仕事

関係などを介して「とりつぎ」が行われている。勿論、その活動の行われる場所は幅広く、場所と場

所との間につながりがあるわけでもない。 

生活の変化による「とりつぎ」の移動とは、定年などの生活変化によって「とりつぎ」

の中心が仕事場のある地域外から地域内に変わったケースである。このケースはサラリー

マンが多いニュータウンでよくみられるが、退職後、高齢になってから時間的な余裕がで

き、その時間を使って地域と積極的に「とりつぎ」を行っている場合を言う。中には職場

の仲間との関係を最小限に維持しながら生活している人もいるが、大半の高齢者は職場の

関係の繋がりが減り、今まで関わらなかった住居地域に新たな関心を持ち始めた人が多い。 

「とりつぎ」を殆ど持っていない人は、地域内で相手にしている人が家族や長く付き合っている少

数の人だけで、多様な人間関係を持たない。人によっては家で自分の仕事をしている人もいれば、

何かのやむを得ない事情のため、そうなった人もいる。また、その例は少ないが、定年後、外部との

「とりつぎ」が著しく少なくなり、生きがいを失って引きこもった人、元々仕事や活動をしようとしない

人もこの例に属していると思われる。 

 

第四章では両地域のとりつぎのかたちを高齢者のコメントを通じて分析し、どのような

とりつぎが行われているのか各地域の商店街や買物、趣味、サークル活動、近隣などに分

けて考察し、その意味について考えてみた。 

その結果、高齢者の｢とりつぎ｣は地域との繋がりが深くなるほど活発になる傾向があり、

人との関わりによって｢とりつぎ｣の多様性や範囲が広がっていくことがわかった。 

また、家族や親戚が家の近くに住んでいる高齢者より、友人が近い所に住んでいる高齢

者の方がもっと地域活動を活発に行っており、一人暮らしの方が人的ネットワークによる

｢とりつぎ｣の選択性が高いことがわかった。これは家族と同居している高齢者は自動的に

決まっている家族・親戚関係との交流が奨励されるのに対し、一人暮らしの高齢者は選択

の幅が広く、自由に積極的な活動ができるからだと思われる。 

最後に両地域の調査を通してわかったことは、諏訪・永山の高齢者は、常に自分が地域

に対して積極的に動かなければ、地域の中で自分の生活空間や組織との関わりが弱くなる

ということである。特に、新しく引っ越してきた人や周りとの関係を作り出していくこと

の苦手な人はなおさらのことである。そのような人々は、地域のとりつぎの環境がすぐに

受け入れてくれないので、短時間で地域と親密になることはなかなか難しいことであろう。 

諏訪・永山が都心にある谷中より確かに多方面で不便であるが、調査対象者の高齢者の

中では、積極的な考え方を持ち、地域の環境に働きかけ、生活領域を発見・拡大して自分
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なりにカスタマイズする人も多くみられた。  

 これに対して、比較的に多くの面で恵まれた環境のなかにある谷中は、諏訪・永山地域

に比べて、高齢者を支えている地域の人的・物的環境の充実さ（あるいは多様な選択肢）

と、それを構成する諸要素との関連のなかで生活できる地域の密接な組織力とを持ってい

る。また、谷中が下町の性格を持っているとは言え、人々が農村の人間関係のような地域

住民とのしがらみの中で生活しているのではなく、谷中という地域環境に能動的に働きか

けながら生活していると思われる。 

いずれにせよ、両方の地域ではそれぞれとりつぎの環境やかたちが異なるが、両地域の

高齢者を支えているのがとりつぎであり、そのとりつぎの役割によって高齢者世帯は地域

社会の一人として生活ができることになるのである。 

今後、激変する地域社会において、高齢者が自立して生活するためには高齢者を支える

｢とりつぎ｣環境を整備する必要がある。そこには高齢者世帯を取巻く人的・物的環境の整

備のほかに地域関連団体や地域政策の変化などの総合的な対策が求められる。また、何よ

りも地域住民の共同体意識と高齢者自らが地域社会に関心を持って積極的に参加すること

が要求される。 
 

 
 


